
カリキュラムツリー　（鹿児島医療技術専門学校　看護学科）

医療安全

災害看護 看護研究Ⅱ

国際看護 看護研究Ⅰ

看護管理 キャリアマネジメント

総合看護演習

保健統計 看護技術総合評価Ⅱ

関係法規

経験の創造・探求Ⅱ

経験の創造・探求Ⅰ

看護技術総合評価Ⅰ

看護過程展開論Ⅱ

母性看護方法論Ⅱ

母性看護方法論Ⅰ

小児看護方法論Ⅱ

小児看護方法論Ⅰ

在宅における医療処置と看護

終末期と看護 精神看護方法論Ⅱ 在宅療養者と家族の看護 対象別保健論

精神看護方法論Ⅰ 暮らしと健康を支える看護 小児看護学概論

看護倫理 がん看護 法学

外国語 教育方法と評価 看護過程展開論Ⅰ

文化人類学 薬物療法と看護 慢性期看護 キャリアデザイン

手術療法と看護 救急看護

感染症と看護 急性期看護

健康支援技術論 老年期の健康障害と看護

高齢者の暮らしを支える看護

地域・在宅看護概論Ⅱ 地域包括ケアシステム論

治療論 診療の補助技術Ⅱ 精神看護学概論 公衆衛生

教育心理 臨床心理学 診療の補助技術Ⅰ 老年看護学概論 社会保障論

教育原理 疾病論Ⅴ 生命倫理 共通基本技術Ⅴ（臨床判断） 技術演習・評価Ⅱ 成人看護学概論

情報科学 疾病論Ⅳ 共通基本技術（看護過程）

論理学 疾病論Ⅲ 倫理学 健康回復支援論 技術演習・評価Ⅰ 環境保健学

基礎統計 疾病論Ⅱ 生活援助技術Ⅲ

疾病論Ⅰ 生活援助技術Ⅱ

臨床薬理学 看護につなぐ人体の構造と機能 生活援助技術Ⅰ

臨床栄養学 生化学 共通基本技術Ⅲ 地域・在宅看護概論Ⅰ

臨床微生物学 人体の構造と機能Ⅳ 共通基本技術Ⅱ

病態生理学 人体の構造と機能Ⅲ 共通基本技術Ⅰ

病理学 人体の構造と機能Ⅱ 看護学概論

人間関係論 人体の構造と機能Ⅰ

心理学 自然科学 鹿児島の文化と生活

生活と科学 社会学・家族社会学

５．地域に暮らす人々の健康生活に向けた支援を行うこ

とができる。

1

年

子どもの発達支援実習 訪問看護実習

３．看護実践に必要な基礎的知識、技術を習得すること

ができる。

２　対象を尊重し、思いやりの心
をもって、人間関係を構築するこ

とができる。

看護過程実習

ＤＰ

１．多様な文化や価値観を受け入れ、対象を身体

的・精神的・社会的に統合された生活者として、理

解することができる。

健康支援実習

成人・老年看護学実習Ⅱ
病気をもつ子どもと家族

の看護実習

成人・老年看護学実習Ⅰ

AＰ

1.高等学校卒業程度の基礎学力（読解力、計算能力

など）をもっている。

６．地域包括ケアシステム、地域共生社会の実現

に向けて、多職種が協働することの意義と方法を

理解することができる。

７．専門職者としての責任を自覚し、常

に向上心をもって行動することができ

る。

４

年

目

標

達

成

に

む

け

た

主

要

科

目
施設で暮らす高齢者の

看護実習

4．対象の健康状態を適切に把握し、自らの能力に応じて、

最善の方法を選択し、対象を支援することができる。

基礎看護学実習②

（生活援助）

基礎看護学実習➀

（早期体験実習）

母性看護学実習

精神看護学実習

統合実習

２

年

3

年

地域包括ケア実習

多職種連携

チーム活動論

８．看護師になり、地域社会に貢献したいという意志

をもっている。

３．生命の尊厳について、深

く考えることができる。
２．対面してコミュニーションができ、自らの考えを他者に

伝えることができる。
４．人々の暮らしと健康に関心をもつことができる。

５．人を尊重し、思いやりの心を

もって、誠実に行動することがで

きる。

６．多様な価値を受け入れようと努力することが

できる。

７．仲間とともに、新しいこ

とに取り組もうとする姿勢が

ある。

地域・暮らしの理解

看護実践力の育成

看護の基本

人体の構造と機能

疾病と治療

学習

看護の統合

健康レベルに応じた看護

（予防看護と健康障害の看護）

臨床看護

（健康状態別看護） 対象の特性

多職種連携教育

病気の理解

２年実習

１年実習

倫理観

保健と社会保障

探究とキャリア形成

技術教育

4年実習

療養看護

予防看護

健康障害の看護

臨床判断

看護過程

臨床判断

看護過程

３・4年実習

臨床判断

基礎看護・看護技術

人間の理解


